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ポリエチレン／澱粉複合フイルムの生分解性効果

　　　　　　近畿大豊岡短大　゜中島照夫、奈良女大生活環境　松生　勝

　目　的　近年、プラスチック廃棄物が腐敗せず、燃焼による高温や有害ガスの発生で適

正な処理が難しく、野生生物に深刻な危害を加え地球環境汚染が深刻化してきた。本研究

は延伸形成特性を十分に生かすため澱粉含有率を25～83:1;に調製し、前報と同様にゲル/結

晶化法で作成した未延仲とso倍延伸のポリエチレン澱粉複合フイルムを、3種の異質土壌

を用い野外で土壌埋没試験を引き続き行い、そのフイルムの生分解性を走査型電子顕微鏡

、引張強度測定および微生物の検索から検討した。　実験方法　3×3craに切断した未延伸

および80倍延伸フイルムを、それぞれ深さ40cm、lOxlOmの堆肥施用土壌、水田土壌、赤土

土壌中に所定期間埋没した。引張強度はTOYOBALDEIN社製STM-I･1-500BP、走査型電子顕微鏡

は日本電子社製JSM-T300を用いた。　結果と考察　澱粉混合割合を増やすに従い、埋没3

ヵ月後の未延伸フイルムの重量減少率は、水田土壌区5.3～72.4^で最も高く、堆肥区2.4

～68.0%、赤土土壌区0.1～47. nの順に低い。しかし生分解性は、赤土土壌区の澱粉混合

率83%のフイルムが埋没3ヵ月後でワイプ゛リルに亀裂が生じ、肉限観察でも穴が開いた形跡

が確認できた。一方、埋没1年後の80倍延伸フイルムの重量減少率は、水田土壌区3.3～58

.2%、堆肥区2.8～58.2%、赤土土壌区2.8～58.3Xと殆ど差がない。しかし赤土土壌区の澱

粉混合率Q'}Vのフイルムは、走査型電子顕微鏡観察でフイブリルが切断され、大きな穴が

開いた形跡が確認できた。このフイルムは、DSC測定により融点が2～3℃低いことが確認

され、土壌中で生分解されていることが示唆された。

I Fa－ 8 ”おから”から調製した生分解性ポリウレタンの物性

　　　　　　　　　　　　　　　　　○飯鳥美夏・中村邦雄（大妻女人）

　目的　余゛）減量化と廃棄物叫漕利川(Dili也からヽ:収腐製卒ﾃﾞﾘ鮮や了あやj懸ら

を用いて、天然物組込型ポリウレタン（ＰＵ）を調製し、引張試験、圧縮試験、熱分析い

画像解析および生分解性試験を行ない、ＰＵの物性を検討した。

　方法　ＰＵフィルムはおからの微粉末とポリエチレングリコールを芦合､し万円オ､ヅ

とし、すず系反応触媒と溶媒としてはテトラヒドロフラン(THF)を加え撹絆し、ジフェ

ニールメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）を加え、室温で撹絆し、反応させた。水平をとっ

たガラス板に流し込み、ＴＨＦを蒸発除去して調製した。フォームはポリプロピレングリ

コールを混合してポリオールとし、紙コップの中でホモジナイザーを川い、ポリオールと

MD Iを撹拝反応させ調製した。得られたＰＵを熱処理後カットし、機械的および熱的性

質の試験に供した。
　結東　P‾Ｕフィルムの強度はおから含有量の増加と共に高くなり、おから含有量約0.4g/g

で極大値をとり、それ以上では減少した。これはおからがＰＵ中でハードセグメントとし

て作用するが過剰に入れるとおからの粉末同志が接触する確立が高まり、接着剤としての

PEG量も減少し脆くなり、脆性破壊を起こすためと考えられる。またガラス転移温度は

おから含有量の増加と共に高くなりおからがハードセグメントとして作川することを裏付

けている。一方、熱分解温度はおから含有量の増加と共に低くなり、おからを含有するこ

とにより分解が容易となり燃焼エネルギーが少なくなることを示唆している。このＰＵは
生分解性が認められ、おからの有効利川および地球環境保全に有効であると考え占れる。
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